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市役所市民棺政童

10時ー 15時
なるべく写散に関備の

.甥をご鱒・下さい

圃血血盤盟副皿沼恒車副.. 閣

小雨 障る中を盤 f，!と分 列 行進する消防 団 員

雨中に整然と

一一一一

消防出初め式
ーーー

消防署・消防団

O 

A 

』

』

を

と

じ

て

〈

だ

き

も、

》

訓練と予防運動で郷土の防災 O 

恒例の1消防回出初め式は l，ij8B!a下各胞から多

数の来賓、各関係者を集めて盛大陀移行されました.

この司市民会館に集合した 725人の消防署・と消

防団員ほ、午前9時刻分から式典を行いました.引

き続いて小雨侮る情防署前の道路で盆然之分調1Jn'.iI

を行い.大上戸川金丸繍付近で勇壮俗放"訓練4どし

て、力強い毎土防災の3警告ひろうしました.
現{f. 大村lJIIlVJW(繍本IJ-署Il 審員"人〉と
洞防団{久図驚太郎国Il団員"7人)l:l， 1月

下旬tζ冬率制線、 2月288-3月13自には春季火災

予防運動、 5~下旬には水防鯛線、 8 月下旬には夏

季初棟、llJJ26日-12月2冒"'"依寧火災予明連動、

12月"悶-31固には..来得別瞥戒"どをして郷土

の防災1<嘗めています.

幽悩幽・園町組組m・・・m・"・鴫薦問町凋臆--則畑m・... 園町血細目置皿温.. 刷凪E刷剛，・調書調...圃掴閣園町田....，.. 踊10"臨席冊目』幽阻m脳血...輔副
毎月 1図・158硲行 発行所/大村市役所編集人/総費n畏立石班網野印刷所/第ー印刷



(2) りおおむ市政だより白
川

R
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叫
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J
m
和
川
昭
川

女
ム
M
+
R
A
M
犬
山
川
犬
山
H

貴
女
女
人
以
犬
山
凶

年
金
請
求
手
続
き

昭
和
四
十
五
年
一
月
か
ら
六
月

末
日
ま
で
に
五
年
年
金
制
度
に
加

入
さ
れ
た
人
で
次
の
要
件
に
該
当

す
る
人
は
年
金
の
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。

V
年
金
を
受
け
る
要
件

ω保
険
料
を
五
年
間
納
め
た
人

ω満
六
十
五
歳
を
超
え
て
い
る
人

V
持
参
す
る
も
の図

1
月

か

ら

開

始

ω年
金
手
帳

ω印
か
ん

V
手
続
き
を
す
る
と
こ
ろ

保
険
年
金
課

な
お
、
昭
和
四
十
八
年
一
月
に

再
開
五
年
年
金
制
度
に
加
入
し
た

人
は
六
月
に
手
続
き
を
す
る
乙
と

に
な
り
ま
す
。

V
保
険
料
の
改
正

一
月
か
ら
次
の
よ
う
に
保
険
料
が
改
主
に
な
り
ま
し
た
。

付
加
年
金

所
得
比
例

加
入
被
保
険
者
L一一」ー-，---，

種

類

月

ら

保

料

険

の

カ

月

強

制

任

意

加

入

被

保

険

者

一、

一O
O円

五
年
年
金
(
再
開
)
加
入
被
保
険
者

一、

一O
O円

て
五
O
O円

※
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

農

業

ン

ス

サ

セ
子、p

L 

協

力

を

1
2
月
1
日
実
施
i

農
業
セ
ン
サ
ス
が
二
月
一
日
を

期
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

セ
ン
サ
ス
と
は
国
勢
調
査
と
い

う
意
味
で
す
。
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在

建

設

中
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営
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パ

ー

ト

身

体

障

害

者

向

け

四

戸
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次
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と

お
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で

す

。
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パ
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刊
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パ

ー
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(

写

真

)

一

二

月

下

旬

完

成

~

一

前

…

完

一

一

一

月

下

匂

完

成

ム

第

一

種

中

層

耐

火

構

造

四

階

建

一

市

川

主

れ
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第
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種

中
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六
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=

ノ

村
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一
般
住
宅
三
十
二
戸
応
募
要
領
及
び
家
賃
な
ど
詳
し

J

1

1

;

 
山

王

ム

第

二

種

中

層

耐

火

構

造

四

階

建

く

は

、

二

月

一

日

発

行

の

市

政

だ

ム

畑

山

3

一
般
住

宅

二

十

五

戸

よ

り

で

お

知

ら
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し

ま

す
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民

主

政

治

は

選

挙

か

ら

選

挙

は

ひ

と

り

ひ

と

り

自

覚

か

ら

の

こ
の
謂
査
は
、

昭
和
二
十
五
年

以
来
五
年
と
と
に
行
わ
れ
、
我
が

国
農
業
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調

査
と
し
て
、
戦
後
の
農
業
発
展
の

歴
史
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
調
査

で
す
。農

業
施
策
は

正
し
い
統
計
か
ら

い
ま
、
日
本
の
農
業
は
稲
作
を

は
じ
め
、
果
樹
や
野
菜
や
畜
産
も

そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
の
悩
み
を
も

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
食
料
の
自
給
や
緑
地
の

保
全
な
ど
が
社
会
の
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
守
解
決
し
よ
う

と
し
て
、

農
家
や
農
業
関
係
団
体

は
も
ち
ろ
ん
、
国
や
都
道
府
県
、

市
区
町
村
も
努
力
し
て
い
ま
す
。

乙
う
し
た
問
題
に
対
処
し
て
、

そ
の
対
策
を
た
て
る
の
に
第
一
に

必
要
な
乙
と
は
、
農
業
の
現
状
を

は
っ
き
り
知
り
、
ど
の
地
域
で
ど

の
よ
う
な
農
業
が
行
わ
れ
て
い
る

か
、
ま
た
ど
う
変
わ
っ
て
い
る
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。

一
九
七
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
は

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
農
業
の
姿
を

で
き
る
だ
け
正
確
に
と
ら
え
る
た

め
に
行
う
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

一
国
崎
直
岡
剛
一

一
選
挙
の

3
な
い
運
動
一

一

金

品

を

一

一

①
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わ

な
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一

一

②

求

め

な

い

一

一

@

贈

ら

な

い

一

一

義

理

と

人

情
は
古
来
日
本
一

一

人
の
美
徳
と
さ
れ
て
い
ま
す
一

一
し
か
し
、

選
挙
で
は
、
乙
一

一
れ
を
捨
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
一

一

せ

ん

。

一

一

冠

婚
葬
祭
や
各
種
行
事
に

一

一
は
公
職
に
あ
る
人
並
び
に
公
一

一
職
の
候
補
者
と
し
て
予
想
さ
一

一

れ
る
人
か
ら
特
別
の
金
品
を
一

一
も
ら
っ

た
り
、
や
っ
た
り
す

一

一
る
こ
と
が
慣
習
の
よ
う
に
な
{

一

っ

て

い

ま

す

。

一

一
こ
の
よ
う
な
慣
習
が
選
挙

一

一
の
際
に
大
き
く
影
響
す
る
乙

一

一

と

が

あ

り

ま

す

。

一

一

金

品
を
も
ら
っ
た
り
、
求
一

一
め
た
り
、

贈
っ
た
り
す
る
悪

一

一
い
習
慣
を
断
ち
切
り
、
明
る
一

一

く
正
し
い
選
挙
を
行
う
た
め

一

一

に、

有
権
者
が
す
す
ん
で
候

一

一

補
者
の
人
柄
や
能
力
を
確
か

一

一
め
て
選
び
、
悪
い
慣
習
の
芽

一

一
は
令
権
者
自
身
の
手
で
つ
み
一

一
と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

一
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悶

清

償
却
資
産
の
申
告

お
済
み申

告
期
限

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、

毎
年

一
月
一
日
現
在
の
所
有
状
況
を
市

長
に
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
申
告
期
限
は
一
月
二
十
日

(
月
)
ま
で
で
す
。

法
人
・
個
人
で
固
定
資
産

(
償

却
資
産
)
を
課
税
さ
れ
て
い
る
人

お
よ
び
新
た
に
取
得
さ
れ
た
人
は

必
ず
申
告
し
て
下
さ
い
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
産

制
構
築
物
(
煙
突
、
軌
道
、
貯
水

い

冨E

フ"

積

も

つ

よ

い

国

よ

で

す

か

?

1
月
初
日

池
、
水
槽
な
ど
)

同
機
械
お
よ
び
諸
装
置

的
客
船
、
運
搬
船
、
漁
船

帥
航
空
機

納
車
両
お
よ
び
運
搬
具
(
大
型
特

殊
自
動
車
、
手
押
車
な
ど
)

付
工
具
、
器
具
お
よ
び
備
品

川
遊
休
未
稼
働
の
資
産‘

簿
外
資

産。

申
告
書
提
出
先

市
課
税
課

k" ~ 

(.. 
申
告
期
限
一

月
二
十
日
(
月
)

そ
の
他

申
告
用
紙
は
課
税
課
に

あ
り
ま
す
。

※
な
お
申
告
に
つ
い
て
詳
し
く
は

課
税
課
に
お
た
ず
ね
下
さ
い。

輝く知事表彰など
長
崎
県
知
事
表
彰

(永
年
勤
続
章
) 消防出初め式

一
月

八
日
の

消
防
出

初
め
式

で
永
年

勤
続
者

な
ど
次

の
と
お

り
表
彰

さ
れ
ま

し
た
。

‘ー.‘."ー

い

政

.'A. 
J口

山
口
秀
夫
、
久
保
正
良
、
福
田
隆

長
津
秀
幸
、
野
本

一、

尾
上
五
郎

石
本
悟
、
津
田
義
巳
、
福
嶋
房
利

田
平
伝
、

岩
永
利
雄

長
崎
県
消
防
協
会
長
表
彰

(特
別
有
功
章
)

宮
本
巌
、
山
道
武
雄
、
長
井
清
、

上
野
寿
四
郎
、
前
回
連
、
福
田
克

治
、
井
手
伸
夫
、
池
田
憲
次
郎
、

中
村
勇
、
渡
辺
勝
信

(有
功
章
)

田
川
丈
夫
、
浜
田
重
笑
、
峯
正
美

田
中
英
信
、
田
口
栄
、
尾
崎
積
、

松
本
正
夫
、

吉
川
豊
、
開
田
公
勇

小
野
重
美
、
神
原
隆
芳
、
西
川
義

夫、

松
尾

一
郎
、
井
上
修

一
郎
、

東
正
平
、
渡
瀬
五
男
、
田
峰
正
春

石
川
忠

(
三
十
年
精
続
章
)

和
田
清
美
、
宮
本
巌
、
井
手
伸
夫

小
野
重
美
、
山
道
茂
雄
、
中
尾

一

知
、
竹
末
恒
義

(
二
十
年
精
続
章
)

江
副
茂
幸
、
長
井
清
、
田
中
実
、

福
島
治
男、

田
中
英
信
、
竹
村
勇

井
上
修

一
郎
、
今
里
剛
、
中
嶋
辰

実
、
東
正
平
、
森
頼
、
池
田
卯

一

平
原
邦
夫、

溝
口
国
雄
、
塩
崎
栄

吉
、
今
山
清
美
、
南
善
継
、
井
上

一郎、

福
田
昭
義
、
福
田
勲

市
長
表
彰

(
三
十
年
勤
続
章
)

和
田
清
美
、
宮
本
巌
、
井
手
伸
夫

小
野
重
美
、
山
道
茂
雄
、
中
尾

一'

知
、
竹
末
恒
義

(
二
十
五
年
勤
続
章
)

山
口
秀
夫
、
久
保
正
良
、
福
田
隆

長
津
秀
幸
、
野
本

一、

尾
上
五
郎

石
本
悟
、
津
田
義
己、

福
嶋
房
利

回
平
伝
、
岩
永
利
雄

(十
五
年
勤
続
章
)

岩
松
静
人
、
中
里
強、

塩
谷
基
記

原
正
夫
、
山
田
拓
、一

瀬
弘
行
、

田
中
暢
男
、
福
田
勇
雄
、
立
田
護

神
近
明
嗣
、
米
次
忠
雄
、
森
武
満

細
川
千
年
、
平
石
広
輝
、
上
野
忠

義
、
永
田
安
夫
、
松
尾
菊
次
、
小

川
正
美
、
永
田
正
利

無
火
災
分
団
表
彰

第
十
分
団

長
崎
県
消
防
協
会
長
表
彰

市
長
表
彰

市
消
防
団
長
表
彰

(
退
団
者
に
対
し
感
謝
状
)

田
下
一

馬
、
吉
田
実
、
朝
長
清
見

川
口
欝
禎
、
中
尾
二
一
、

山
浦
安

治
、
森
正
雄
、
長
岡
徳
夫
、
原
幸

雄
、
井
手
吉
郎
、
堀
口
進
、
大
塚

信
夫
、
田
川
良
美
、
西
川
正
吉
、

吉
川
秀
満
、
中
尾
義
秋
、
原
常
光

小
林
保
、
金
子
光
義
、
辻
進
、
真

子
一
道

市
消
防
団
長
表
彰

(退
団
者
に
対
し
感
謝
状
)

森
山
良
憲
、
梶
原
隆
雄
、
片
岡
茂
'

美

テ
レ
ビ
の

っ
け
っ
ぱ
な
し

や
め
ま
し
ょ
う

テ
レ
ど
を
つ
け
た
ま
ま
眠
V

っ
て
し
ま
っ
た
乙
と
は
あ
り

川

ま
せ
ん
か
。

あ
る
い
は
炊
事
を
し
て
い
V

る
時
、
お
し

ゃ
べ
り
を
し
て
川

い
る
時
な
ど
テ
レ
ビ
が
っ

け

い

っ
ぱ
な
し
に
な

っ
て
い
る
こ
ρ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

手
ま
め
に
ス

イ
ッ
チ
を
切

山

り
ま
し
ょ
う。

二
十
型
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

山

の
消
費
電
力
は、

約
百
二
十
山

!
百
六
十
W
で
す
。

一
日
に
二
時
間
ム
ダ
を
は
へ

ぶ
く
と
一

カ
月
で
は
七
・
二
~

1
九
・
六
回
h
の
節
約
に
な
へ

り
ま
す
。

一軒
-

d
伊
多
ω伊
丹

ぺ

)

)

〉
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「
公
立
」

池
田
保
育
所
、
中
央
保
育
所
、

三
域
保
育
所
、
竹
料
保
育
所
、

本
町
保
育
所

「
私
立
」

萱
瀬
保
育
園
、
植
松
保
育
園
、

妙
宣
寺
保
育
園
、
久
原
保
育
園

三
浦
保
育
園
、
松
原
保
育
園
、

わ
か
ぱ
保
育
園

以
上
の
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

常
時
入
所
申
請
書
を
受
け
付
け

て
お
h
，ま
す
。

新
設
保
育
所
入
所
児
貴
募
集

常
盤
保
育
園
、
定
員
六
十
人

所
在
地
徳
泉
川
内
郷
字
影
平

一
一
の
一

実
天
宮
保
育
園
、
定
員
六
十
人

所
在
地
宮
小
路
二
丁
目

五
三
七

開
設
予
定
四
月
一
日

入
所
で
き
る
基
準

家
庭
で
保
育
に
欠
け
る
児
童

提
出
先
福
祉
事
務
所

入
所
申
請
書
は
福
祉
事
務
所
と

各
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。

wm
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所

へ。
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や

洋
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(渡
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か
ら
次
の
と
お
り
寄
贈
が
あ
り
ま

り

レ
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あ
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し

た

o

v

付

ご

内
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園
大
村
少
年
合
唱
団
員

を

募

集

感
覚
的
に
鋭
敏
な
少
年
期
に
、

合
唱
を
と
お
し
て
音
楽
の
美
し
さ

を
味
わ
い
、
楽
し
い
ふ
ん
い
気
の

中
で
、
豊
か
な
人
間
性
と
美
し
い

心
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
合

唱
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
市
内
小
学
校
三
・

四
年
生

の
児
童
で
音
楽
に
興
味
を
も
っ

人。

定
員
五
十
人

申

込

本

人
同
伴
、
印
か
ん
持
参

の
上
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

電
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

申
込
先
久
原
郷

一
の
一

中
央
公
民
館
内

大
村
少
年
合
唱
団
母
の
会

電
話
②
l
四
三
二
一

園
「
青
少
年
の
作
品
展
」

作

品

募

集

長
崎
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

で
は
、
次
の
と
お
り
青
少
年
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

多
数
C
応
募
下
さ
い
。

受
付
期
間

二
月
三
日
l
十
二
日

午
前
九
時
1
午
後
九
時

受
付
場
所

長
崎
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー

出
品
部
門

た

カt

を

政

ごム
，ロ

し

付
幼
児
の
部
{
絵
画
、
書
道

同
小
学
生
の
部
1
絵
画
、
デ
ザ
イ

ン
、
工
作
、

書
道

同
中
学
生
の
部
1
絵
画
、
デ
ザ
イ

γ
、
工
作
、

書
道
、
書
写
、
彫

塑
、
工
芸

伺
高
校
生
の
部
}
絵
画
、
デ
ザ
イ

ン
、
工
作
、
書
道
、
写
真
、
彫

塑
、
工
芸

同
青
年
の
部
l

(中
卒
以
上
二
十

四
歳
ま
で
の
青
年
)
絵
画
、
デ

ザ
イ
ン
、
彫
塑
、
工
芸
、
書
道
、

写
真
、
生
活
技
術
創
作
。

出
品
点
数

各
種
別
と
と
一
人
一
点
と
し
未

発
表
の
も
の
。

展
示
期
間

二
月
二
十
二
日
l
三
月
十
日

審
査
及
び
発
表

審
査

二
月
十
七
日

発
表

作
品
展
示
と
同
時
に
発
表

し
、
入
賞
し
た
作
品
を
展
示
し

入
賞
作
品
に
は
奨
励
賞
を
、
特

に
す
ぐ
れ
た
作
品
に
は
特
賞
を

与
え
る
。

※
詳
し
く
は
市
社
会
教
育
課
へ。

副
知
恵
お
く
れ
の

児
童
・
生
徒
募
集

入
学
資
格

・
県
内
に
居
住
す
る
学
齢
の
児
童

・
生
徒

・
精
神
発
達
の
遅
滞
が
中
度
以
上

す

、
IL' 

る

の
人

・
精
神
発
達
の
遅
滞
が
軽
度
の
人

の
う
ち
社
会
生
活
能
力
が
特
に

乏
し
い
人
。

募
集
人
員

小
学
部
一
年
若
干
人

願
書
受
付
二
月
二
十
日
ま
で

出
顧
書
類
入
学
願
書
、
入
学
希

望
者
調
書
、
健
康
診
断
書

願
書
提
出
先
久
原
郷

一
四
九
七

県
立
久
原
養
護
学
校

入
学
後

-
全
員
寄
宿
舎
で
生
活
し
ま
す

-
諸
経
費
は
保
護
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
が
、
就
学
奨
励
に
関
す

る
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
直
接
学
校
へ
。

-
干
綿
女
子
高
等
農
学

園
の
生
徒
募
集

募
集
人
員

本

科
研
究
科

十百
人人

入
学
資
格

本
科
申
学
校
卒
業
の
女
子

研
究
科
本
科
修
了
者
ま
た
は
高

等
学
校
卒
業
の
女
子

修

業

年

限

本

科

一

カ

年

研
究
科

一
カ
年

経
費
授
業
料
不
要

そ
の
他
の
経
費
に
つ
い
て
は
一

部
県
費
助
成

願
書
受
付
二
月
十
1
二
十
八
日

※
詳
し
く
は
直
接
学
校
へ
。

催
し
も
の

-
日
本
犬
観
賞
会

日
本
犬
保
存
会
長
崎

支
部
犬
村
分
会
発
足

日
時
二
月
二
日
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分
1
十
一
時
三

十
分

場
所
市
営
補
助
グ
ラ
ン
ド

審
査
員
を
招
い
て
、
天
然
記
念

物
日
本
犬
、
大
型
犬
(
秋
田
犬
)

中
型
犬
(
四
国
犬
)
小
型
犬
(
柴

犬
)
の
観
賞
会
を
行
い
ま
す
。

多
数
ご
観
賞
下
さ
い
。

な
お
、
日
本
犬
飼
育
指
導
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

連
絡
先
西
三
城
町
一
七

日
興
物
産
附
内

電
話
①
l
三

O
一
五

そ

他

の

圃
休
館
日
の
変
更

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
勤
労
青
少
年
ホ
i
ム
)
は

一
月
か
ら
日
曜
日
を
休
館
日
に
し

ま
し
た
。
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